
県
道
福
島

安
達
線

路
線
名

告

示
福
島
市
松
川
町
字
本
町
八

二
番
地
先
か
ら

同

市
松
川
町
字
鼓
ヶ
岡

三
五
番
四
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

一
二
・
〇
〜

一
六
・
〇

一
一
・
〇
〜

一
二
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
一
一
・
六

二
一
一
・
六

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

双
葉
郡
川
内
村
大
字
上
川
内
字
高
山
・
字
大
北
向
・
字
平
伏
森
・
字
笹
平
・
字
長
山
・
字
大
津
辺
・

大
字
下
川
内
字
宮
渡
・
字
岡
山
・
字
手
古
岡
・
字
遠
山
・
字
田
ノ
入(

以
上
十
一
字
国
有
林
。
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

一�

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

二�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
内
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

三�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
図｣

及
び｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
領
域
治
山
対
策
グ
ル
ー
プ
及
び
川
内
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

森
林
林
業
領
域
治
山
対
策
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画

グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
七
月
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨

通
知
が
あ
っ
た
件

五
〇
四

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

五
〇
四

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証

の
申
請
が
あ
っ
た
件

五
〇
五

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件

五
〇
五

○
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
を
許
可
し

た
件

五
〇
五

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
件

五
〇
五

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を
指
定
し

た
件

五
〇
六

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
廃
止
し
た

旨
届
出
が
あ
っ
た
件

五
〇
六

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
廃
止
し
た

旨
届
出
が
あ
っ
た
件

五
〇
七

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業

所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ

た
件

五
〇
八

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
行
う
事
業

所
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ

た
件

五
〇
八

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
行
う
事
業

所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ

た
件

五
〇
八

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
行
う
事
業

所
の
名
称
及
び
所
在
地
を
変
更
し
た
旨

届
出
が
あ
っ
た
件

五
〇
八

○
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指

定
し
た
件

五
〇
九

○
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
廃
止

し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

五
〇
九

○
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う

事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出

が
あ
っ
た
件

五
一
〇

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
届

出
が
あ
っ
た
件

五
一
一

○
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
事
務
所
の
所
在

地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
宅
地
建
物
取

引
業
法
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
件

五
一
一

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件

五
一
一

福
島
県
公
安
委
員
会

○
福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

五
一
一

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し
て
指

定
し
た
件

五
二
〇



県
道
福
島

安
達
線

路
線
名

公

告
福
島
市
松
川
町
字
本
町
八

二
番
地
先
か
ら

同

市
松
川
町
字
鼓
ヶ
岡

三
五
番
四
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

一
二
・
〇
〜

一
六
・
〇

一
一
・
〇
〜

一
二
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
一
一
・
六

二
一
一
・
六

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
八
十
四
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(
平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
七
月
二
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
ン
バ
ス

三

代
表
者
の
氏
名

馬
上

良
江

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
西
君
ヶ
塚
町
五
番
地
の
八

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
家
事
援
助
、
介
護
等
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
保
険
事
業
を
行

い
、
ま
た
介
護
従
業
者
の
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
、
高
齢
者
が
社

会
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
領
域
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
八
十
五
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
六
月
二
十
八
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
な
ぎ
の
い
え

三

代
表
者
の
氏
名

鈴
木

フ
ミ
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
福
島
市
松
山
町
九
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
障
が
い
者
と
の
共
働
作
業
に
よ
っ
て
、
自
立
と
社
会
参
加
を
推
進
し
、
そ
の
自
己

実
現
が
可
能
と
な
る
社
会
の
創
造
に
努
め
る
事
を
目
的
と
す
る
。(

文
化
領
域
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
八
十
六
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
老
人

保
健
施
設
の
開
設
を
次
の
と
お
り
許
可
し
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

施
設
の
名
称

施
設
の
所
在
地

申
請
者
の
名
称

申
請
者
の
主
た
る

許
可
年
月
日

事
務
所
の
所
在
地

介
護
老
人
保
健
施

福
島
市
鎌
田
字
門

特
定
・
特
別
医

福
島
市
北
沢
又
字

平
成
一
九
年

設｢

ホ
リ
ス
テ
ィ

丈
壇
四
番
一

療
法
人
福
島
厚

成
出
一
六
番
地
の

七
月
一
日

カ
か
ま
た｣

生
会

二

介
護
老
人
保
健
施

双
葉
郡
浪
江
町
大

医
療
法
人
伸
裕

南
相
馬
市
原
町
区

平
成
一
九
年

設｢

貴
布
祢｣

字
幾
世
橋
字
長
田

会

本
町
一
丁
目
一
四

七
月
一
日

東
三
六
番
地

一
番
地

(

生
活
福
祉
領
域
高
齢
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
八
十
七
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事

業

所

事

業

所

の

申
請
者
の
名

申
請
者
の
主
た

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス

の

名

称

所

在

地

称(

個
人
に

る
事
務
所
の
所

の
種
類

あ
っ
て
は
、

在
地(

個
人
に

氏
名)

あ
っ
て
は
、
住

所)
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い
わ
き
中
央

い
わ
き
市
平
字

医
療
法
人
社

福
島
県
い
わ
き

平
成
一
九
年

訪
問
介
護

ク
リ
ニ
ッ
ク

城
東
二
丁
目
七

団
い
わ
き
中

市
平
字
四
町
目

六
月
一
日

訪
問
介
護
事

│
一
四

サ
ン

央
ク
リ
ニ
ッ

一
八

総
和
ビ

業
所

ロ
ー
ド
ス
テ
ー

ク

ル
三
階

シ
ョ
ン
三
〇
八

号

や
ま
し
た
福

同

市
内
郷

伊
奈
産
業
株

同

同

同

寿
苑
内
郷
訪

綴
町
大
木
下
一

式
会
社

市
錦
町
中
央
二

問
介
護

九
│
一

丁
目
一
四

や
ま
し
た
福

同

市
錦
町

同

同

同

同

寿
苑
錦
訪
問

中
迎
一
丁
目
一

介
護

│
一

石
川
調
剤
薬

石
川
郡
石
川
町

有
限
会
社
ア

同

県
石
川
郡

同

居
宅
療
養

局

新
町
五
三
│
一

ト
ラ
ス

石
川
町
新
町
五

管
理
指
導

三
│
一

花
う
さ
ぎ
デ

い
わ
き
市
平
愛

有
限
会
社
ケ

同

県
い
わ
き

同

通
所
介
護

イ
サ
ー
ビ
ス

谷
町
四
丁
目
六

ア
ー
ネ
ッ
ト

市
平
字
作
町
一

│
三

・
ど
ば
し

丁
目
八
│
二

リ
ハ
・
ア
ク

双
葉
郡
浪
江
町

特
定
非
営
利

同

県
双
葉
郡

同

同

テ
ィ
ヴ
セ
ン

幾
世
橋
字
長
田

活
動
法
人

浪
江
町
幾
世
橋

タ
ー
Ｔ
Ａ
Ｉ

二
│
一

Ｊ
ｉ
ｎ

字
一
里
壇
一
三

Ｙ
Ｏ

七
│
一

特
別
養
護
老

福
島
市
大
笹
生

社
会
福
祉
法

同

県
福
島
市

同

短
期
入
所

人
ホ
ー
ム
生

字
向
平
一
二

人
生
愛
福
祉

大
笹
生
字
向
平

生
活
介
護

愛
ガ
ー
デ
ン

事
業
団

一
二

短
期
入
所
生

活
介
護
事
業

所コ
ム
ス
ン
の

郡
山
市
日
和
田

株
式
会
社
コ

東
京
都
港
区
六

同

特
定
施
設

き
ら
め
き
郡

町
字
原
一
二
│

ム
ス
ン

本
木
六
丁
目
一

入
居
者
生

山
日
和
田

三
七
六

〇
│
一

活
介
護

シ
ョ
ー
ト
ス

福
島
市
在
庭
坂

有
限
会
社
介

福
島
県
福
島
市

同

年

短
期
入
所

テ
イ
ふ
じ
の

字
檀
ノ
前
九
│

護
支
援
セ
ン

荒
町
六
│
二

六
月
七
日

生
活
介
護

里

一

タ
ー
ふ
じ
の

里

や
ま
し
た
福

い
わ
き
市
内
郷

伊
奈
産
業
株

同

県
い
わ
き

同

年

同

寿
苑
内
郷
短

綴
町
大
木
下
一

式
会
社

市
錦
町
中
央
二

同
月
二
二
日

期
入
所
生
活

九
│
一

丁
目
一
四

介
護

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
八
十
八
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

申
請
者
の
名
称

申
請
者
の
主
た
る

許
可
年
月
日

事
務
所
の
所
在
地

は
な
ぷ
ら
ん
指
定

福
島
市
飯
坂
町
平

社
会
福
祉
法
人

福
島
県
福
島
市
飯

平
成
一
九
年

居
宅
介
護
支
援
事

野
字
小
深
田
四
│

わ
た
り
福
祉
会

坂
町
平
野
字
小
深

六
月
一
日

業
所

四

田
一
│
五

居
宅
介
護
支
援
事

白
河
市
関
辺
引
目

社
会
福
祉
法
人

同

県
白
河
市
関

同

業
所
ひ
も
ろ
ぎ

橋
五
一

真
徳
会

辺
引
目
橋
三
四
│

六

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
シ

西
白
河
郡
西
郷
村

有
限
会
社
あ
っ

同

県
白
河
市
北

同

ョ
ン
あ
っ
た
か
は

下
前
田
西
五
〇

た
か
は
ぁ
ー
と

堀
切
四
一
│
一
五

ぁ
ー
と

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
八
十
九
号

介
護
保
険
法(
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
居
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日
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福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事

業

所

事

業

所

の

事
業
者
の
名

事
業
者
の
主
た

廃
止
年
月
日

サ
ー
ビ
ス

の

名

称

所

在

地

称(

個
人
に

る
事
務
所
の
所

の
種
類

あ
っ
て
は
、

在
地(

個
人
に

氏
名)

あ
っ
て
は
、
住

所)

訪
問
看
護
ス

相
馬
郡
飯
舘
村

株
式
会
社
エ

東
京
都
中
央
区

平
成
一
九
年

訪
問
看
護

テ
ー
シ
ョ
ン

伊
丹
沢
字
山
田

ム
ワ
ン
・
エ

日
本
橋
茅
場
町

五
月
一
日

ま
ご
こ
ろ
ケ

五
八

ン
タ
ー
プ
ラ

二
丁
目
一
六
│

ア
ー
い
い
た

イ
ズ

五

て福
島
市
社
会

福
島
市
森
合
町

社
会
福
祉
法

福
島
県
福
島
市

同

年

訪
問
入
浴

福
祉
協
議
会

一
〇
│
一

人
福
島
市
社

森
合
町
一
〇
│

四
月
三
〇
日

介
護

訪
問
入
浴
サ

会
福
祉
協
議

一

ー
ビ
ス
セ
ン

会

タ
ー

株
式
会
社
サ

同

市
庄
野
字

株
式
会
社
サ

同

市

同

福
祉
用
具

ン
ビ
ル
ド
ケ

辻
屋
敷
一

ン
ビ
ル
ド

庄
野
字
辻
屋
敷

貸
与

ア
サ
ー
ビ
ス

一

特
定
福
祉

ネ
ッ
ト
ひ
ま

用
具
販
売

わ
り
事
業
部

フ
ラ
ン
ス
ベ

同

市
鎌
田
字

フ
ラ
ン
ス
ベ

東
京
都
新
宿
区

同

特
定
福
祉

ッ
ド
メ
デ
ィ

卸
町
一
│
三

ッ
ド
メ
デ
ィ

百
人
町
一
丁
目

用
具
販
売

カ
ル
サ
ー
ビ

カ
ル
サ
ー
ビ

二
五
│
一

ス
株
式
会
社

ス
株
式
会
社

福
島
営
業
所

敬
愛
シ
ル
バ

い
わ
き
市
平
下

有
限
会
社
い

福
島
県
い
わ
き

同

年

訪
問
介
護

ー
ケ
ア

神
谷
字
竜
田
帯

わ
そ
う

市
平
下
神
谷
字

五
月
二
七
日

二
六
│
二

竜
田
帯
二
六
│

二

株
式
会
社
コ

同

市
小
島

株
式
会
社
コ

東
京
都
港
区
六

同

年

同

ム
ス
ン
た
い

町
二
丁
目
六
│

ム
ス
ン

本
木
六
│
一
〇

同
月
一
日

ら
ケ
ア
セ
ン

三

│
一

タ
ー

ニ
チ
イ
ケ
ア

相
馬
市
大
曲
字

株
式
会
社
ニ

同

千
代
田

同

福
祉
用
具

セ
ン
タ
ー
宇

大
毛
内
一
四
六

チ
イ
学
館

区
神
田
駿
河
台

貸
与

多
の
郷

二
丁
目
九

特
定
福
祉

用
具
販
売

株
式
会
社
コ

二
本
松
市
金
色

株
式
会
社
コ

同

港
区
六

同

訪
問
介
護

ム
ス
ン
あ
だ

久
保
二
二
七
│

ム
ス
ン

本
木
六
│
一
〇

た
ら
ケ
ア
セ

八

│
一

ン
タ
ー

ア
ッ
プ
ル
介

伊
達
市
保
原
町

有
限
会
社
ネ

福
島
県
福
島
市

同

年

同

護
サ
ー
ビ
ス

泉
町
一
〇
九
│

ッ
ト
ワ
ー
ク

鎌
田
字
御
仮
家

四
月
三
〇
日

三

調
剤

四
九

有
限
会
社
つ

南
会
津
郡
南
会

有
限
会
社
つ

同

県
南
会
津

同

年

福
祉
用
具

る
や
商
店
ケ

津
町
田
島
字
谷

る
や
商
店

郡
南
会
津
町
田

二
月
六
日

貸
与

ア
ネ
ッ
ト
サ

地
甲
七
二
│
二

島
字
谷
地
甲
七

ー
ビ
ス
ひ
ま

二
│
二

わ
り
事
業
部

社
団
法
人
地

耶
麻
郡
磐
梯
町

社
団
法
人
地

東
京
都
千
代
田

同

年

訪
問
入
浴

域
医
療
振
興

磐
梯
字
諏
訪
山

域
医
療
振
興

区
平
河
町
二
丁

三
月
三
一
日

介
護

協
会
磐
梯
町

二
九
二
六

協
会

目
六
│
三

保
健
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
事
業
所
に
お
い
て
行
う
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃
止
し
た

旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

事
業
者
の
名
称

事
業
者
の
主
た
る

廃
止
年
月
日
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事
務
所
の
所
在
地

丸
光
産
業
株
式
会

郡
山
市
備
前
館
一

丸
光
産
業
株
式

東
京
都
台
東
区
東

平
成
一
九
年

社
丸
光
ケ
ア
サ
ー

│
三
〇

会
社

上
野
三
│
一
五
│

五
月
三
一
日

ビ
ス
富
田
支
店

六

丸
光
産
業
株
式
会

同

市
田
村
町
下

同

同

同

社
丸
光
ケ
ア
サ
ー

行
合
字
宮
田
一
三

ビ
ス
田
村
支
店

〇
│
八
五

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
一
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
居
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所
の

変
更
前
の
事
業

変
更
後
の
事
業

事
業
者
の
名

事
業
者
の
主

サ
ー
ビ
ス

名

称

所
の
所
在
地

所
の
所
在
地

称(
個
人
に

た
る
事
務
所

の
種
類

あ
っ
て
は
、

の
所
在
地

氏
名)

(
個
人
に
あ
っ

て
は
、
住
所)

株
式
会
社
コ

南
相
馬
市
原
町

南
相
馬
市
二
見

株
式
会
社
コ

東
京
都
港
区

訪
問
介
護

ム
ス
ン
は
ら

区
本
陣
前
一
│

町
一
丁
目
一
一

ム
ス
ン

六
本
木
六
│

ま
ち
ケ
ア
セ

五
一

│
四

一
〇
│
一

ン
タ
ー

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
二
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

変
更
前
の
事

変
更
後
の
事

事

業

所

の

事

業

者

事
業
者
の
主
た
る

業
所
の
名
称

業
所
の
名
称

所

在

地

の

名

称

事
務
所
の
所
在
地

鏡
石
町
在
宅
介

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ

岩
瀬
郡
鏡
石
町
鏡

社
会
福
祉
法
人

福
島
県
岩
瀬
郡
鏡

護
支
援
セ
ン
タ

ン
タ
ー
か
が
み

田
か
げ
沼
町
一
三

岩
瀬
福
祉
会

石
町
鏡
田
か
げ
沼

ー

い
し

九
│
一

町
一
三
九
│
一

天
栄
村
在
宅
介

ケ
エ
プ
ラ
ン
セ

同

郡
天
栄
村
下

同

同

護
支
援
セ
ン
タ

ン
タ
ー
て
ん
え

松
本
字
東
田
二
三

ー

い

長
沼
在
宅
介
護

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ

須
賀
川
市
志
茂
字

同

同

支
援
セ
ン
タ
ー

ン
タ
ー
な
が
ぬ

末
津
久
保
一
│
二

ま

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
三
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事

業

所

変
更
前
の
事
業

変
更
後
の
事
業

事

業

者

事
業
者
の
主
た
る

の

名

称

所
の
所
在
地

所
の
所
在
地

の

名

称

事
務
所
の
所
在
地

介
護
セ
ン
タ
ー

郡
山
市
喜
久
田
町

郡
山
市
喜
久
田
町

有
限
会
社
ワ

福
島
県
郡
山
市
喜

パ
ル

堀
ノ
内
字
秋
殿
前

字
前
北
原
五
三
│

ー
ク
プ
ラ
ン

久
田
町
字
前
北
原

六
│
三

藤
川
ビ

八
〇

五
三
│
八
〇

ル
一
〇
五

く
に
み
の
郷
在

南
相
馬
市
原
町
区

南
相
馬
市
原
町
区

株
式
会
社
福

同

県
南
相
馬
市

宅
介
護
支
援
事

国
見
町
二
丁
目
一

国
見
町
二
丁
目
一

祉
ケ
ア
サ
ー

原
町
区
青
葉
町
一

業
所

一
三
│
一

三
│
一

ビ
ス

丁
目
一

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
四
号

介
護
保
険
法(
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日
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福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

変
更
前
の
事

変
更
後
の
事

変
更
前
の
事
業

変
更
後
の
事
業

事
業
者

事
業
者
の
主

業
所
の
名
称

業
所
の
名
称

所
の
所
在
地

所
の
所
在
地

の
名
称

た
る
事
務
所

の
所
在
地

ほ
ほ
え
み
介

医
療
生
協
わ

福
島
市
豊
田
町

福
島
市
渡
利
字

福
島
医
療

福
島
県
福
島

護
支
援
事
業

た
り
介
護
支

二
│
一
〇

中
江
町
三
四

生
活
協
同

市
渡
利
字
中

所

援
事
業
所

組
合

江
町
六
六

ア
ネ
シ
ス
居

須
賀
川
病
院

須
賀
川
市
稲
字

須
賀
川
市
丸
田

医
療
法
人

同

県
須
賀

宅
介
護
支
援

居
宅
介
護
支

古
舘
三
九
│
二

町
五
一

平
心
会

川
市
丸
田
町

事
業
所

援
事
業
所

五
一

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
五
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事

業

所

事

業

所

の

申
請
者
の
名

申
請
者
の
主
た

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス

の

名

称

所

在

地

称(

個
人
に

る
事
務
所
の
所

の
種
類

あ
っ
て
は
、

在
地(

個
人
に

氏
名)

あ
っ
て
は
、
住

所)

い
わ
き
中
央

い
わ
き
市
平
字

医
療
法
人
社

福
島
県
い
わ
き

平
成
一
九
年

介
護
予
防

ク
リ
ニ
ッ
ク

城
東
二
丁
目
七

団
い
わ
き
中

市
平
字
四
町
目

六
月
一
日

訪
問
介
護

訪
問
介
護
事

│
一
四

サ
ン

央
ク
リ
ニ
ッ

一
八

総
和
ビ

業
所

ロ
ー
ド
ス
テ
ー

ク

ル
３
階

シ
ョ
ン
三
〇
八

号

や
ま
し
た
福

同

市
内
郷

伊
奈
産
業
株

同

同

同

寿
苑
内
郷
訪

綴
町
大
木
下
一

式
会
社

市
錦
町
中
央
二

問
介
護

九
│
一

丁
目
一
四

や
ま
し
た
福

同

市
錦
町

同

同

同

同

寿
苑
錦
訪
問

中
迎
一
丁
目
一

介
護

│
一

ヘ
ル
パ
ー
ス

伊
達
市
沓
形
一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

同

県
伊
達
市

同

同

テ
ー
シ
ョ
ン

五
│
七

ふ
れ
あ
い
の

沓
形
一
五
│
七

だ
て

郷
だ
て

石
川
調
剤
薬

石
川
郡
石
川
町

有
限
会
社
ア

同

県
石
川
郡

同

介
護
予
防

局

新
町
五
三
│
一

ト
ラ
ス

石
川
町
新
町
五

居
宅
療
養

三
│
一

管
理
指
導

花
う
さ
ぎ
デ

い
わ
き
市
平
愛

有
限
会
社
ケ

同

県
い
わ
き

同

介
護
予
防

イ
サ
ー
ビ
ス

谷
町
四
丁
目
六

ア
ー
ネ
ッ
ト

市
平
字
作
町
一

通
所
介
護

│
三

・
ど
ば
し

丁
目
八
│
二

リ
ハ
・
ア
ク

双
葉
郡
浪
江
町

特
定
非
営
利

同

県
双
葉
郡

同

同

テ
ィ
ヴ
セ
ン

幾
世
橋
字
長
田

活
動
法
人

浪
江
町
幾
世
橋

タ
ー
Ｔ
Ａ
Ｉ

二
│
一

Ｊ
ｉ
ｎ

字
一
里
壇
一
三

Ｙ
Ｏ

七
│
一

コ
ム
ス
ン
の

郡
山
市
日
和
田

株
式
会
社
コ

東
京
都
港
区
六

同

介
護
予
防

き
ら
め
き
郡

町
字
原
一
二
│

ム
ス
ン

本
木
六
丁
目
一

特
定
施
設

山
日
和
田

三
七
六

〇
│
一

入
所
者
生

活
介
護

シ
ョ
ー
ト
ス

福
島
市
在
庭
坂

有
限
会
社
介

福
島
県
福
島
市

同

年

介
護
予
防

テ
イ
ふ
じ
の

字
檀
ノ
前
九
│

護
支
援
セ
ン

荒
町
六
│
二

六
月
七
日

短
期
入
所

里

一

タ
ー
ふ
じ
の

生
活
介
護

里

や
ま
し
た
福

い
わ
き
市
内
郷

伊
奈
産
業
株

同

県
い
わ
き

同

年

同

寿
苑
内
郷
短

綴
町
大
木
下
一

式
会
社

市
錦
町
中
央
二

同
月
二
二
日

期
入
所
生
活

九
│
一

丁
目
一
四

介
護

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
六
号
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介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
百
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ

た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事

業

所

事

業

所

の

事
業
者
の
名

事
業
者
の
主
た

廃
止
年
月
日

サ
ー
ビ
ス

の

名

称

所

在

地

称(

個
人
に

る
事
務
所
の
所

の
種
類

あ
っ
て
は
、

在
地(

個
人
に

氏
名)

あ
っ
て
は
、
住

所)

訪
問
看
護
ス

相
馬
郡
飯
舘
村

株
式
会
社
エ

東
京
都
中
央
区

平
成
一
九
年

介
護
予
防

テ
ー
シ
ョ
ン

伊
丹
沢
字
山
田

ム
ワ
ン
・
エ

日
本
橋
茅
場
町

五
月
一
日

訪
問
看
護

ま
ご
こ
ろ
ケ

五
八

ン
タ
ー
プ
ラ

二
丁
目
一
六
│

ア
ー
い
い
た

イ
ズ

五

て福
島
市
社
会

福
島
市
森
合
町

社
会
福
祉
法

福
島
県
福
島
市

同

年

介
護
予
防

福
祉
協
議
会

一
〇
│
一

人
福
島
市
社

森
合
町
一
〇
│

四
月
三
〇
日

訪
問
入
浴

訪
問
入
浴
サ

会
福
祉
協
議

一

介
護

ー
ビ
ス
セ
ン

会

タ
ー

株
式
会
社
サ

同

市
庄
野
字

株
式
会
社
サ

同

市

同

介
護
予
防

ン
ビ
ル
ド
ケ

辻
屋
敷
一

ン
ビ
ル
ド

庄
野
字
辻
屋
敷

福
祉
用
具

ア
サ
ー
ビ
ス

一

貸
与

ネ
ッ
ト
ひ
ま

特
定
介
護

わ
り
事
業
部

予
防
福
祉

用
具
販
売

フ
ラ
ン
ス
ベ

同

市
鎌
田
字

フ
ラ
ン
ス
ベ

東
京
都
新
宿
区

同

特
定
介
護

ッ
ド
メ
デ
ィ

卸
町
一
│
三

ッ
ド
メ
デ
ィ

百
人
町
一
丁
目

予
防
福
祉

カ
ル
サ
ー
ビ

カ
ル
サ
ー
ビ

二
五
│
一

用
具
販
売

ス
株
式
会
社

ス
株
式
会
社

福
島
営
業
所

敬
愛
シ
ル
バ

い
わ
き
市
平
下

有
限
会
社
い

福
島
県
い
わ
き

同

年

介
護
予
防

ー
ケ
ア

神
谷
字
竜
田
帯

わ
そ
う

市
平
下
神
谷
字

五
月
二
七
日

訪
問
介
護

二
六
│
二

竜
田
帯
二
六
│

二

株
式
会
社
コ

同

市
小
島

株
式
会
社
コ

東
京
都
港
区
六

同

年

同

ム
ス
ン
た
い

町
二
丁
目
六
│

ム
ス
ン

本
木
六
│
一
〇

同
月
一
日

ら
ケ
ア
セ
ン

三

│
一

タ
ー

ニ
チ
イ
ケ
ア

相
馬
市
大
曲
字

株
式
会
社
ニ

同

千
代
田

同

介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
宇

大
毛
内
一
四
六

チ
イ
学
館

区
神
田
駿
河
台

福
祉
用
具

多
の
郷

二
丁
目
九

貸
与

特
定
介
護

予
防
福
祉

用
具
販
売

株
式
会
社
コ

二
本
松
市
金
色

株
式
会
社
コ

同

港
区
六

同

介
護
予
防

ム
ス
ン
あ
だ

久
保
二
二
七
│

ム
ス
ン

本
木
六
│
一
〇

訪
問
介
護

た
ら
ケ
ア
セ

八

│
一

ン
タ
ー

ア
ッ
プ
ル
介

伊
達
市
保
原
町

有
限
会
社
ネ

福
島
県
福
島
市

同

年

同

護
サ
ー
ビ
ス

泉
町
一
〇
九
│

ッ
ト
ワ
ー
ク

鎌
田
字
御
仮
家

四
月
三
〇
日

三

調
剤

四
九

社
団
法
人
地

耶
麻
郡
磐
梯
町

社
団
法
人
地

東
京
都
千
代
田

同

年

介
護
予
防

域
医
療
振
興

磐
梯
字
諏
訪
山

域
医
療
振
興

区
平
河
町
二
丁

三
月
三
一
日

訪
問
入
浴

協
会
磐
梯
町

二
九
二
六

協
会

目
六
│
三

介
護

保
健
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
七
号

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
百
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所
の

変
更
前
の
事
業

変
更
後
の
事
業

事
業
者
の
名

事
業
者
の
主

サ
ー
ビ
ス
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福
島
県
公
安
委
員
会

名

称

所
の
所
在
地

所
の
所
在
地

称(

個
人
に

た
る
事
務
所

の
種
類

あ
っ
て
は
、

の
所
在
地

氏
名)

(

個
人
に
あ

っ
て
は
、
住

所)

株
式
会
社
コ

南
相
馬
市
原
町

南
相
馬
市
二
見

株
式
会
社
コ

東
京
都
港
区

介
護
予
防

ム
ス
ン
は
ら

区
本
陣
前
一
│

町
一
丁
目
一
一

ム
ス
ン

六
本
木
六
│

訪
問
介
護

ま
ち
ケ
ア
セ

五
一

│
四

一
〇
│
一

ン
タ
ー

(

生
活
福
祉
領
域
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
八
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

土
地
改
良
区
の
名
称

白
河
市
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

成
井

英
夫

白
河
市
三
本
松
山
一
六
番
地
二

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
九
十
九
号

次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、
宅
地
建

物
取
引
業
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)

第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
か
ら
申
出
が
な
い
と

き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消
す
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

商
号

有
限
会
社
三
和
土
地

二

代
表
者
の
氏
名

八
木
實

三

免
許
年
月
日

平
成
十
五
年
二
月
十
八
日

四

免
許
証
番
号

福
島
県
知
事(

八)

第
二
〇
〇
四
四
号

(

建
築
領
域
建
築
指
導
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
４
０
０
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
物
品
等
の
購
入
に
つ
い
て
､
次
の
と

お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定

め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

｡
以
下
｢特
例
政
令
｣
と
い
う
｡
)
第
11条

及
び
福
島
県
財
務

規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
)
第
274条

の
11第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
19年
７
月
10日

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

１
落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

生
体
情
報
モ
ニ
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
の
名
称
及
び
所
在
地

福
島
県
出
納
局
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
19年
７
月
３
日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

サ
ン
セ
イ
医
機
株
式
会
社
東
京
都
千
代
田
区
神
田
紺
屋
町
13－
１

５
落
札
金
額

210,000,000円
６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

７
特
例
政
令
第
６
条
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
19年
５
月
７
日

(出
納
局
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ
)

福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
｡

平
成
19年
７
月
10日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
粟
野

章
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号

福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
道
路
交
通
規
則
(昭
和
35年
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
14号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
｡

第
２
条
の
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

(交
通
規
制
の
対
象
か
ら
除
く
車
両
)

第
２
条
の
３
法
第
４
条
第
２
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
交
通
規
制
の
対
象
か
ら
除
く
車
両
は
､
道
路
標

識
等
に
よ
り
表
示
す
る
も
の
の
ほ
か
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

�
道
路
標
識
等
に
よ
る
規
制
の
対
象
か
ら
除
く
車
両

警
衛
要
則
(昭
和
54年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
)
に
規
定
す
る
警
衛
又
は
警
護
要
則

(昭
和
40年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
)
に
規
定
す
る
警
護
の
た
め
車
列
を
組
む
自
動
車
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�
最
高
速
度
の
規
制
(最
高
速
度
が
令
第
11条
又
は
第
27条
に
規
定
す
る
最
高
速
度
未
満
の
も
の

に
限
る
｡
)
の
対
象
か
ら
除
く
車
両

専
ら
交
通
の
取
締
り
に
従
事
す
る
自
動
車

�
車
両
の
通
行
禁
止
の
規
制
(道
路
標
識
､
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
(昭
和
35年

総
理
府
令
第
３
号
)
別
表
第
１
の
規
制
標
識
の
う
ち
､
｢車
両
通
行
止
め
｣
､
｢二
輪
の
自
動
車

建
設
省

以
外
の
自
動
車
通
行
止
め
｣
､
｢大
型
貨
物
自
動
車
等
通
行
止
め
｣
､
｢特
定
の
最
大
積
載
量
以

上
の
貨
物
自
動
車
等
通
行
止
め
｣
､
｢大
型
乗
用
自
動
車
等
通
行
止
め
｣
､
｢二
輪
の
自
動
車
・

原
動
機
付
自
転
車
通
行
止
め
｣
､
｢自
転
車
通
行
止
め
｣
､
｢車
両
(組
合
せ
)
通
行
止
め
｣
､

｢自
転
車
専
用
｣
､
｢自
転
車
及
び
歩
行
者
専
用
｣
及
び
｢歩
行
者
専
用
｣
の
標
識
並
び
に
こ
れ

ら
の
標
識
に
関
連
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
｢指
定
方
向
外
進
行
禁
止
｣
の
標
識
を
用
い
た
も
の
に

限
る
｡
)
の
対
象
か
ら
除
く
車
両

ア
災
害
救
助
､
人
命
救
助
､
水
防
活
動
又
は
消
防
活
動
の
た
め
使
用
中
の
車
両

イ
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
緊
急
の
事
態
に
お
け
る
関
係
者
に
対

す
る
警
告
の
た
め
使
用
中
の
車
両

ウ
犯
罪
の
捜
査
､
被
疑
者
の
逮
捕
､
令
状
の
執
行
､
検
証
､
交
通
の
取
締
り
､
警
備
活
動
そ
の

他
警
察
の
責
務
の
遂
行
の
た
め
使
用
中
の
車
両

エ
傷
病
者
の
緊
急
の
搬
送
又
は
治
療
の
た
め
使
用
中
の
車
両

オ
公
職
選
挙
法
(昭
和
25年

法
律
第
100号

)
に
基
づ
く
選
挙
運
動
又
は
政
治
活
動
の
た
め
使

用
中
の
車
両

カ
法
第
41条
第
４
項
に
規
定
す
る
道
路
維
持
作
業
用
自
動
車

キ
次
に
掲
げ
る
車
両
で
､
様
式
第
１
号
の
標
章
を
掲
出
し
､
又
は
携
帯
し
て
い
る
も
の

�
専
ら
郵
便
法
(昭
和
22年

法
律
第
165号

)
に
基
づ
く
通
常
郵
便
物
の
集
配
の
た
め
使
用

中
の
車
両

�
電
気
通
信
事
業
法
(昭
和
59年
法
律
第
86号
)
に
基
づ
く
電
報
の
配
達
の
た
め
使
用
中
の

車
両

�
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
(昭
和
45年

法
律
第
137号

)
に
基
づ
く
一
般

廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
法
第
51条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
放
置
車
両
の
確
認
及
び
標
章
の
取
付
け
の
た
め
使
用

中
の
車
両

�
信
号
機
又
は
道
路
標
識
等
の
設
置
又
は
維
持
管
理
の
た
め
緊
急
に
使
用
中
の
車
両

カ�
電
気
､
ガ
ス
､
水
道
又
は
電
話
の
各
事
業
に
お
い
て
緊
急
の
修
復
工
事
の
た
め
使
用
中
の

車
両

キ�
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
緊
急
の
往
診
の
た
め
使
用
中
の
車
両

ク�
報
道
機
関
が
緊
急
の
取
材
の
た
め
使
用
中
の
車
両

ケ�
食
品
衛
生
法
(昭
和
22年

法
律
第
233号

)
に
基
づ
く
臨
検
検
査
の
た
め
に
使
用
中
の
車

両
コ�
裁
判
所
法
(昭
和
22年
法
律
第
59号
)
第
62条
第
１
項
に
規
定
す
る
執
行
官
が
執
行
官
法

(昭
和
41年
法
律
第
101号

)
に
基
づ
く
職
務
の
執
行
の
た
め
使
用
中
の
車
両

サ�
検
察
官
､
検
察
事
務
官
及
び
刑
事
訴
訟
法
(昭
和
23年
法
律
第
131号

)
第
190条

の
規
定

に
よ
り
司
法
警
察
職
員
と
し
て
職
務
を
行
う
べ
き
者
が
犯
罪
の
捜
査
､
被
疑
者
の
逮
捕
､
令

状
の
執
行
及
び
検
証
の
た
め
使
用
中
の
車
両

	
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
規
制
の
対
象
か
ら
除
く
車
両

ア
令
第
13条
第
１
項
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
が
指
定
し
､
又
は
公
安
委
員
会
に
届
け
出
た
自

動
車
で
あ
つ
て
､
緊
急
の
用
務
に
使
用
中
の
車
両

イ
前
号
ア
か
ら
カ
ま
で
に
規
定
す
る
車
両

ウ
犯
罪
の
捜
査
､
被
疑
者
の
逮
捕
､
令
状
の
執
行
､
検
証
､
交
通
の
取
締
り
､
警
備
活
動
そ
の

他
警
察
の
責
務
遂
行
の
た
め
現
に
停
止
を
求
め
ら
れ
て
い
る
車
両

エ
次
に
掲
げ
る
車
両
で
､
様
式
第
１
号
の
２
の
標
章
を
掲
出
し
､
又
は
携
帯
し
て
い
る
も
の

�
前
号
キ
に
規
定
す
る
車
両

�
道
路
運
送
車
両
法
(昭
和
26年

法
律
第
185号

)
に
基
づ
き
､
患
者
の
輸
送
の
用
に
供
す

る
自
動
車
又
は
車
い
す
の
使
用
者
が
車
い
す
を
使
用
し
た
ま
ま
車
内
に
乗
り
込
む
こ
と
を
可

能
と
す
る
乗
降
補
助
装
置
そ
の
他
の
装
置
を
有
す
る
自
動
車
と
し
て
の
登
録
を
受
け
､
当
該

患
者
又
は
車
い
す
の
使
用
者
の
輸
送
の
た
め
使
用
中
の
車
両

オ
次
に
掲
げ
る
者
が
現
に
使
用
中
の
車
両
(�
に
あ
つ
て
は
､
昼
間
(日
出
か
ら
日
没
ま
で
の

時
間
を
い
う
｡
)
に
使
用
中
の
も
の
に
限
る
｡
)
で
､
様
式
第
１
号
の
３
の
標
章
又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
他
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
交
付
に
係
る
標
章
(�
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す
る
者

が
現
に
使
用
中
の
車
両
に
係
る
標
章
と
し
て
交
付
さ
れ
た
も
の
を
除
く
｡
)
を
掲
出
し
､
又
は

携
帯
し
て
い
る
も
の

�
身
体
障
害
者
福
祉
法
(昭
和
24年

法
律
第
283号

)
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
､
別
表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ
､
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る
障
害
を
有
し
､
歩
行
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者

�
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
､
別

表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ
､
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
障
害
の

級
別
に
該
当
し
な
い
障
害
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
､
医
師
が
当
該
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る

障
害
を
有
す
る
者
と
同
程
度
に
歩
行
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
者

�
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
(昭
和
38年

法
律
第
168号

)
に
基
づ
く
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
､
別
表
第
２
の
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ
､
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
重
度
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
障
害
を
有
し
､
歩
行
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
者

�
色
素
性
乾
皮
症
(児
童
福
祉
法
第
21条
の
５
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

慢
性
疾
患
及
び
当
該
疾
患
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
患
の
状
態
の
程
度
(平
成
17

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
23号

)
第
８
表
中
の
色
素
性
乾
皮
症
を
い
う
｡
)
の
患
者
(以
下

｢紫
外
線
要
保
護
者
｣
と
い
う
｡
)

�
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
､

当
該
療
育
手
帳
に
障
害
の
程
度
が
最
重
度
又
は
重
度
で
あ
る
こ
と
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る
者

カ�
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
(昭
和
25年

法
律
第
123号

)
に
基
づ
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く
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
､
当
該
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
令
(昭
和
25年
政
令
第

155号
)
第
６
条
第
３
項
に
規
定
す
る
障
害
等
級
が
１
級
で
あ
る
こ
と
の
記
載
が
さ
れ
て
い

る
者

２
前
項
第
３
号
及
び
第
４
号
に
規
定
す
る
標
章
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
(公
安
委
員
会
の
管

轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に
限
る
｡
)
は
､
同
項
第
３
号
キ
の
標
章
に
あ
つ
て
は
様
式
第
１
号

の
４
の
申
請
書
を
､
同
項
第
４
号
エ
の
標
章
に
あ
つ
て
は
様
式
第
１
号
の
５
の
申
請
書
を
､
同
号
オ

の
標
章
に
あ
つ
て
は
様
式
第
１
号
の
６
の
申
請
書
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

３
前
項
の
申
請
書
に
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
標
章
の
区
分
に
応
じ
て
､
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号
に
定

め
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

�
第
１
項
第
３
号
キ
又
は
第
４
号
エ
に
規
定
す
る
車
両
に
係
る
標
章

ア
当
該
車
両
に
係
る
道
路
運
送
車
両
法
第
60条

第
１
項
に
規
定
す
る
自
動
車
検
査
証
(以
下

｢自
動
車
検
査
証
｣
と
い
う
｡
)
の
写
し
又
は
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
(昭
和
30年
法
律
第

97号
)
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証
明
書
(以
下
｢自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
証
明
書
｣
と
い
う
｡
)
の
写
し

イ
当
該
車
両
が
第
１
項
第
３
号
キ
又
は
第
４
号
エ
に
規
定
す
る
車
両
で
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る

書
面

ウ
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
､
福
島
県
警
察
本
部
長
(以
下
｢警
察
本
部
長
｣
と
い
う
｡)

が
別
に
定
め
る
書
面

�
第
１
項
第
４
号
オ
に
規
定
す
る
車
両
に
係
る
標
章

ア
標
章
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
１
項
第
４
号
オ
の
�
か
ら
カ�
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面

イ
ア
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
､
警
察
本
部
長
が
別
に
定
め
る
書
面

４
公
安
委
員
会
は
､
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
申
請
に
係
る
車

両
が
第
１
項
第
３
号
キ
若
し
く
は
第
４
号
エ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
車
両
と
認
め
る
と
き
､
又
は

当
該
申
請
に
係
る
標
章
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
号
オ
の
�
か
ら
カ�
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
と
認
め
る
と
き
は
､
有
効
期
限
を
定
め
て
標
章
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
｡

５
第
１
項
第
３
号
キ
及
び
第
４
号
エ
の
標
章
の
交
付
を
受
け
た
車
両
の
運
転
者
は
､
当
該
標
章
に
記

載
さ
れ
て
い
る
区
域
若
し
く
は
道
路
の
区
間
に
お
い
て
通
行
し
､
又
は
駐
車
し
て
い
る
間
(同
号
オ

の
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両
の
運
転
者
(当
該
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者

が
自
ら
運
転
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
者
を
含
む
｡
)
に
あ
つ
て
は
､
公
安
委
員
会
が
行
う
駐
車
禁

止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
規
制
の
対
象
と
な
る
区
域
又
は
道
路
の
区
間
に
お
い
て
駐
車
し
て
い

る
間
)
は
､
自
動
二
輪
車
を
除
く
自
動
車
に
あ
つ
て
は
そ
の
前
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
当
該
標
章
を

掲
出
し
､
自
動
二
輪
車
を
除
く
自
動
車
以
外
の
車
両
に
あ
つ
て
は
当
該
標
章
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

６
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

�
標
章
の
交
付
を
受
け
た
理
由
以
外
に
は
使
用
し
な
い
こ
と
｡

�
標
章
を
掲
出
し
､
又
は
携
帯
す
べ
き
間
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た

場
合
は
､
こ
れ
に
従
う
こ
と
｡

�
標
章
を
他
人
に
譲
渡
し
､
又
は
貸
与
し
な
い
こ
と
｡

７
公
安
委
員
会
は
､
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と

き
は
､
当
該
標
章
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
｡

�
第
５
項
又
は
前
項
各
号
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
違
反
し
た
と
き
｡

�
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
当
該
標
章
の
交
付
を
受
け
た
と
き
｡

８
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
は
､
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
､
速

や
か
に
当
該
標
章
(第
３
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
､
発
見
し
､
又
は
回
復
し
た
標
章
)

を
公
安
委
員
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

�
標
章
の
有
効
期
限
が
経
過
し
た
と
き
｡

�
標
章
の
交
付
を
受
け
た
理
由
が
な
く
な
つ
た
と
き
｡

�
標
章
の
再
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
､
亡
失
し
た
標
章
を
発
見
し
､
又
は
回
復
し
た
と
き
｡

�
公
安
委
員
会
か
ら
標
章
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
｡

第
４
条
の
２
中
｢様
式
第
１
号
の
６
｣
を
｢様
式
第
１
号
の
７
｣
に
改
め
る
｡

第
６
条
第
２
項
中
｢様
式
第
１
号
の
７
｣
を
｢様
式
第
１
号
の
８
｣
に
改
め
､
同
条
第
３
項
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
｡

３
前
項
の
規
定
に
よ
り
標
章
の
交
付
を
受
け
た
車
両
の
運
転
者
は
､
法
第
８
条
第
２
項
の
許
可
に
係

る
道
路
又
は
そ
の
部
分
を
通
行
し
て
い
る
間
は
､
自
動
二
輪
車
を
除
く
自
動
車
に
あ
つ
て
は
そ
の
前

面
の
見
や
す
い
箇
所
に
当
該
標
章
を
掲
出
し
､
自
動
二
輪
車
を
除
く
自
動
車
以
外
の
車
両
に
あ
つ
て

は
当
該
標
章
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
６
条
の
２
第
１
項
中
｢道
路
運
送
車
両
法
(昭
和
28年

法
律
第
185号

)
第
60条

に
規
定
す
る
自

動
車
検
査
証
(以
下
｢自
動
車
検
査
証
｣
と
い
う
｡
)
｣
を
｢自
動
車
検
査
証
｣
に
改
め
､
同
条
第
６

項
中
｢第

�
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
｣
を
｢第
３
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
｣
に
改
め
る
｡

第
７
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

(署
長
の
駐
車
の
許
可
)

第
７
条
法
第
45条
第
１
項
た
だ
し
書
又
は
第
49条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
､
様
式
第
７
号
の
申
請
書
２
通
を
駐
車
を
し
よ
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
署
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

２
署
長
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
45条
第
１
項
た
だ
し
書
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
､
当
該
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
､
許
可
す
る
も
の
と
す
る
｡

�
駐
車
の
日
時
が
､
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

ア
駐
車
(許
可
に
条
件
(第
５
項
の
条
件
を
い
う
｡
)
を
付
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
､
当
該
条

件
に
従
つ
た
駐
車
｡
次
号
イ
に
お
い
て
同
じ
｡
)
に
よ
り
交
通
に
危
険
を
生
じ
､
又
は
交
通
を

著
し
く
阻
害
す
る
時
間
帯
で
な
い
こ
と
｡

イ
駐
車
に
係
る
用
務
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を
超
え
て
駐
車
す
る
も
の
で
な

い
こ
と
｡

�
駐
車
の
場
所
が
､
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

ア
駐
車
禁
止
の
規
制
の
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
場
所
(法
第
45条
第
２
項
に
規
定
す
る
余
地
が

な
い
こ
と
と
な
る
場
所
及
び
運
転
者
が
車
両
を
離
れ
て
直
ち
に
当
該
車
両
の
運
転
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
駐
車
と
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
場
所
を
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ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
の
機
能
障
害

呼
吸
器
機
能
障
害

じ
ん
臓
機
能
障
害

心
臓
機
能
障
害

乳
幼
児
期
以
前
の
非
進

行
性
の
脳
病
変
に
よ
る

運
動
機
能
障
害

体
幹
不
自
由

下
肢
不
自
由

上
肢
不
自
由

平
衡
機
能
障
害

聴
覚
障
害

視
覚
障
害

障
害
の
区
分

移
動
機
能

上
肢
機
能

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
２
級

１
級
及
び
２
級
(一
上
肢
の
み
に
運
動
機
能
障
害
が
あ

る
場
合
を
除
く
｡
)

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
各
級

１
級
､
２
級
及
び
３
級
の
１

１
級
､
２
級
の
１
及
び
２
級
の
２

３
級

２
級
及
び
３
級

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
各
級
及
び
４
級
の
１

障
害
の
級
別

除
く
｡
)
で
あ
る
こ
と
｡

イ
駐
車
に
よ
り
交
通
に
危
険
が
生
じ
､
又
は
交
通
を
著
し
く
阻
害
す
る
場
所
で
な
い
こ
と
｡

�
駐
車
に
係
る
用
務
が
､
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

ア
公
共
交
通
機
関
等
駐
車
に
係
る
車
両
以
外
の
交
通
手
段
を
利
用
し
た
場
合
に
､
当
該
駐
車
に

係
る
用
務
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
用
務
で
あ
る
こ
と
｡

イ
５
分
を
超
え
な
い
時
間
内
の
貨
物
の
積
卸
し
そ
の
他
駐
車
違
反
と
な
ら
な
い
方
法
に
よ
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
用
務
で
あ
る
こ
と
｡

ウ
法
第
77条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
伴
う
用
務
で
な
い
こ
と
｡

�
次
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
､
路
上
駐
車
場
(駐
車
場
法
(昭
和
32年

法
律
第
106号

)
第
２

条
第
１
号
の
路
上
駐
車
場
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
､
路
外
駐
車
場
(同
法
第
２
条
第
２
号
の
路

外
駐
車
場
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
及
び
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
道
路
の
部
分
が
い
ず
れ
も

存
在
せ
ず
､
又
は
こ
れ
ら
の
利
用
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
｡

ア
重
量
又
は
長
大
な
貨
物
の
積
卸
し
で
用
務
地
の
直
近
に
駐
車
す
る
必
要
が
あ
る
車
両
に
あ
つ

て
は
､
当
該
用
務
地
の
直
近

イ
ア
の
車
両
の
以
外
の
車
両
に
あ
つ
て
は
､
用
務
地
か
ら
お
お
む
ね
100メ

ー
ト
ル
以
内

３
署
長
は
､
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
49条
の
２
第
５
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

て
､
当
該
申
請
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
､
許
可
す
る
も
の
と
す
る
｡

�
駐
車
の
日
時
が
､
駐
車
に
係
る
用
務
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を
超
え
て
駐
車

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
｡

�
駐
車
の
場
所
及
び
方
法
が
､
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

ア
駐
車
の
場
所
が
､
当
該
駐
車
に
係
る
時
間
制
限
駐
車
区
間
を
利
用
す
る
他
の
車
両
を
著
し
く

妨
害
す
る
場
所
で
な
い
こ
と
｡

イ
駐
車
の
方
法
が
､
当
該
方
法
で
駐
車
す
る
こ
と
に
よ
り
､
交
通
に
危
険
を
生
じ
､
又
は
交
通

を
著
し
く
阻
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
こ
と
｡

�
駐
車
に
係
る
用
務
が
､
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

ア
公
共
交
通
機
関
等
駐
車
に
係
る
車
両
以
外
の
交
通
手
段
を
利
用
し
た
場
合
に
､
当
該
駐
車
に

係
る
用
務
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
用
務
で
あ
る
こ
と
｡

イ
当
該
駐
車
に
係
る
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
い
て
､
道
路
標
識
等
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
時
間

以
内
で
の
駐
車
そ
の
他
駐
車
違
反
と
な
ら
な
い
方
法
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
用
務
で
あ
る
こ
と
｡

ウ
法
第
77条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
伴
う
用
務
で
な
い
こ
と
｡

�
次
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
､
路
上
駐
車
場
､
路
外
駐
車
場
及
び
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い

道
路
の
部
分
が
い
ず
れ
も
存
在
せ
ず
､
又
は
こ
れ
ら
の
利
用
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
｡

ア
重
量
又
は
長
大
な
貨
物
の
積
卸
し
で
用
務
地
の
直
近
に
駐
車
す
る
必
要
が
あ
る
車
両
に
あ
つ

て
は
､
当
該
用
務
地
の
直
近

イ
ア
の
車
両
の
以
外
の
車
両
に
あ
つ
て
は
､
用
務
地
か
ら
お
お
む
ね
100メ

ー
ト
ル
以
内

４
第
１
項
の
申
請
書
に
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

�
駐
車
に
係
る
車
両
の
自
動
車
検
車
証
の
写
し
又
は
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証
明
書
の
写
し

�
駐
車
の
場
所
及
び
そ
の
付
近
の
見
取
図

�
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
､
警
察
本
部
長
が
必
要
と
認
め
る
書
面

５
第
２
項
又
は
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
す
る
場
合
に
お
い
て
､
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
､
署
長
は
､
当
該
許
可
に
係
る
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止
し
､
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を

図
る
た
め
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

６
第
２
項
又
は
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
は
､
様
式
第
７
号
の
許
可
証
を
交
付
し
て
行
う
｡

７
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
車
両
の
運
転
者
は
､
当
該
許
可
に
係
る
車
両
を
当

該
許
可
を
受
け
た
場
所
に
駐
車
さ
せ
て
い
る
間
は
､
自
動
二
輪
車
を
除
く
自
動
車
に
あ
つ
て
は
そ
の

前
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
当
該
許
可
証
を
掲
出
し
､
自
動
二
輪
車
を
除
く
自
動
車
以
外
の
車
両
に
あ

つ
て
は
当
該
許
可
証
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
８
条
の
２
中
｢別
表
左
欄
｣
を
｢別
表
第
３
の
左
欄
｣
に
､
｢同
表
右
欄
｣
を
｢同
表
の
右
欄
｣

に
改
め
る
｡

第
40条
中
｢福
島
県
警
察
本
部
長
｣
を
｢警
察
本
部
長
｣
に
改
め
る
｡

別
表
を
別
表
第
３
と
し
､
附
則
の
次
に
次
の
２
表
を
加
え
る
｡

別
表
第
１
(第
２
条
の
３
関
係
)
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小
腸
機
能
障
害

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
の
機
能
障
害

呼
吸
器
機
能
障
害

じ
ん
臓
機
能
障
害

心
臓
機
能
障
害

体
幹
不
自
由

下
肢
不
自
由

上
肢
不
自
由

平
衡
機
能
障
害

聴
覚
障
害

視
覚
障
害

障
害
の
区
分

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害

小
腸
機
能
障
害

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
の
機
能
障
害

呼
吸
器
機
能
障
害

じ
ん
臓
機
能
障
害

心
臓
機
能
障
害

移
動
機
能

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

重
度
障
害
の
程
度

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
各
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
２
級

注
意

事
項

１
こ
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
は
､
車
両
の
前
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
出
し
て
く
だ
さ
い

(自
動
二
輪
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
に
あ
つ
て
は
､
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
｡)｡

２
こ
の
標
章
は
､
交
付
を
受
け
た
理
由
以
外
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
｡

３
現
場
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
､
こ
れ
に
従
つ
て
く

だ
さ
い
｡

記
号
及
び
番
号

警
第

号

通
行
禁
止
除
外
指
定
車

(
使
用
中
)

自
動
車
登
録
番
号

主
た
る

運
転
者

又
は
車
両
番
号

氏
名

区
域
又
は
道
路
の
区
間

有
効

期
限

年
月

日

発
行

日
年

月
日

福
島
県
公
安
委
員
会

印□

備
考
こ
の
表
に
お
い
て
｢障
害
の
級
別
｣
と
は
､
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
(昭
和
25年
厚

生
省
令
第
15号
)
別
表
第
５
号
に
定
め
る
障
害
の
級
別
を
い
う
｡

別
表
第
２
(第
２
条
の
３
関
係
)

備
考
こ
の
表
に
お
い
て
｢重
度
障
害
の
程
度
｣
と
は
､
恩
給
法
(大
正
12年
法
律
第
48号
)
別
表

第
１
号
表
ノ
２
に
定
め
る
重
度
障
害
の
程
度
を
い
う
｡

様
式
第
１
号
か
ら
様
式
第
１
号
の
３
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

様
式
第
１
号
(第
２
条
の
３
関
係
)

(表
)

(裏
)
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記
号
及
び
番
号

警
第

号

駐
車

禁
止

時
間
制
限
駐
車
区
間
規
制
除
外
指
定
車

(
使
用
中
)

自
動
車
登
録
番
号

主
た
る

運
転
者

又
は
車
両
番
号

氏
名

区
域
又
は
道
路
の
区
間

運
転
者
の
連
絡
先

別
紙
の
と
お
り

有
効

期
限

年
月

日

発
行

日
年

月
日

福
島
県
公
安
委
員
会

印□

(自
動
二
輪
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
に
あ
つ
て
は
､
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
｡)｡

２
こ
の
標
章
は
､
交
付
を
受
け
た
理
由
以
外
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
｡

３
現
場
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
､
こ
れ
に
従
つ
て
く

だ
さ
い
｡

４
こ
の
標
章
を
他
人
に
譲
渡
し
､
又
は
貸
与
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

５
こ
の
標
章
を
不
正
に
使
用
し
た
場
合
に
は
､
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

注
意

事
項

１
こ
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
は
､
別
に
連
絡
先
を
記
載
し
た
紙
と
と
も
に
車
両
の
前
面
の

見
や
す
い
箇
所
に
掲
出
し
て
く
だ
さ
い
(自
動
二
輪
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
に
あ
つ
て
は
､

携
帯
し
て
く
だ
さ
い
｡)｡

２
こ
の
標
章
は
､
交
付
を
受
け
た
理
由
以
外
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
｡

３
現
場
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
､
こ
れ
に
従
つ
て
く

だ
さ
い
｡

４
こ
の
標
章
を
他
人
に
譲
渡
し
､
又
は
貸
与
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

５
こ
の
標
章
を
不
正
に
使
用
し
た
場
合
に
は
､
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

有
効

期
限

年
月

日

発
行

日
年

月
日

福
島
県
公
安
委
員
会

印□

備
考１
用
紙
の
大
き
さ
は
､
縦
13セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
18セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
｡

２
用
紙
の
地
の
色
彩
は
白
色
と
し
､
外
枠
及
び
｢通
行
禁
止
除
外
指
定
車
｣
の
文
字
の
色
彩
は

黄
色
と
し
､
そ
の
他
の
文
字
の
色
彩
は
黒
色
と
す
る
｡

３
(
)
内
は
､
｢通
常
郵
便
物
集
配
｣
､
｢緊
急
往
診
｣
等
標
章
を
使
用
す
る
理
由
を
記
載

す
る
｡

様
式
第
１
号
の
２
(第
２
条
の
３
関
係
)

(表
)

(裏
)

備
考１
用
紙
の
大
き
さ
は
､
縦
13セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
18セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
｡

２
用
紙
の
地
の
色
彩
は
白
色
と
し
､
外
枠
及
び
｢駐

車
禁

止
除
外
指
定
車
の

時
間
制
限
駐
車
区
間
規
制

｣
文
字
の
色
彩
は
赤
色
と
し
､
そ
の
他
の
文
字
の
色
彩
は
黒
色
と
す
る
｡
た
だ
し
､
特
に
必
要
が

あ
る
場
合
に
は
､
記
載
内
容
の
視
認
性
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
白
色
以
外
の
地
の
色
彩
又
は
地

紋
入
り
の
用
紙
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
｡

３
(
)
内
に
は
､
｢通
常
郵
便
物
集
配
｣､
｢緊
急
往
診
｣
､
｢患
者
輸
送
｣
等
標
章
を
使
用

す
る
理
由
を
記
載
す
る
｡

様
式
第
１
号
の
３
(第
２
条
の
３
関
係
)

そ
の
１
(歩
行
困
難
者
等
用
)
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注
意

事
項

１
こ
の
標
章
は
､
公
安
委
員
会
に
よ
る
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る

道
路
の
部
分
以
外
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
次
に
掲
げ
る
駐
車
禁
止
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
道
路
で
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
｡

�
駐
停
車
禁
止
場
所
に
お
け
る
駐
車
(道
路
交
通
法
第
44条
及
び
第
75条
の
８
)

�
法
定
駐
車
禁
止
場
所
に
お
け
る
駐
車
(道
路
交
通
法
第
45条
第
１
項
及
び
第
２
項
)

�
駐
車
の
方
法
に
従
わ
な
い
駐
車
(道
路
交
通
法
第
47条
第
２
項
及
び
第
３
項
)

�
保
管
場
所
と
し
て
の
道
路
の
使
用
(自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
11条

第
１

項
)

�
長
時
間
に
わ
た
る
駐
車
(自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
11条
第
２
項
)

２
こ
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
は
､
別
に
連
絡
先
を
記
載
し
た
紙
と
と
も
に
車
両
の
前
面
の
見
や
す
い

箇
所
に
掲
出
し
て
く
だ
さ
い
｡

３
こ
の
標
章
は
､
被
交
付
者
が
交
付
を
受
け
た
理
由
に
よ
り
現
に
車
両
を
使
用
中
の
場
合
以
外
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
｡

４
現
場
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
､
そ
の
指
示
に
従
つ
て
く
だ
さ

い
｡

５
こ
の
標
章
を
他
人
に
譲
渡
し
､
又
は
貸
与
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

６
こ
の
標
章
を
不
正
に
使
用
し
た
場
合
に
は
､
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

７
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
､
こ
の
標
章
((３
)
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ

た
と
き
は
､
発
見
し
､
又
は
回
復
し
た
標
章
)
を
速
や
か
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
｡

�
有
効
期
限
が
経
過
し
た
と
き
｡

駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
規
制
除
外
指
定
車

記
号
及
び
番
号

警
第

号

歩
行
困
難
者
等
使
用
中

こ
の
標
章
の
交
付
を
受
け
た
本
人
が
現
に
使
用
中
の
車
両

運
転
者
の
連
絡
先

別
紙
の
と
お
り

有
効
期
限

年
月

日

発
行

日
年

月
日

福
島
県
公
安
委
員
会

印□
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
規
制
除
外
指
定
車
記
号
及
び
番
号

警
第

号

紫
外
線
要
保
護
者
使
用
中

こ
の
標
章
の
交
付
を
受
け
た
本
人
が
現
に
使
用
中
の
車
両
(昼
間
(日

出
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間
を
い
う
｡)
に
使
用
中
の
も
の
に
限
る
｡
)

運
転
者
の
連
絡
先

別
紙
の
と
お
り

有
効
期
限

年
月

日

発
行

日
年

月
日

福
島
県
公
安
委
員
会

印□

�
長
時
間
に
わ
た
る
駐
車
(自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
11条
第
２
項
)

２
こ
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
は
､
別
に
連
絡
先
を
記
載
し
た
紙
と
と
も
に
車
両
の
前
面
の
見
や
す
い

箇
所
に
掲
出
し
て
く
だ
さ
い
｡

３
こ
の
標
章
は
､
被
交
付
者
が
交
付
を
受
け
た
理
由
に
よ
り
現
に
車
両
を
使
用
中
の
場
合
以
外
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
｡

４
現
場
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
､
そ
の
指
示
に
従
つ
て
く
だ
さ

い
｡

５
こ
の
標
章
を
他
人
に
譲
渡
し
､
又
は
貸
与
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

６
こ
の
標
章
を
不
正
に
使
用
し
た
場
合
に
は
､
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

７
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
､
こ
の
標
章
(
�
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た

と
き
は
､
発
見
し
､
又
は
回
復
し
た
標
章
)
を
速
や
か
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
｡

�
有
効
期
限
が
経
過
し
た
と
き
｡

�
交
付
を
受
け
た
理
由
が
な
く
な
つ
た
と
き
｡

�
再
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
､
亡
失
し
た
標
章
を
発
見
し
､
又
は
回
復
し
た
と
き
｡

被
交
付
者

住
所

氏
名

(表
)

(裏
)

備
考１
用
紙
の
大
き
さ
は
､
縦
13セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
18セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
｡

２
用
紙
の
地
の
色
彩
は
白
色
と
し
､
｢
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
規
制
除
外
指
定

車
｣
及
び
｢歩
行
困
難
者
等
使
用
中
｣
の
文
字
の
色
彩
は
赤
色
と
し
､
そ
の
他
の
文
字
の
色

彩
は
黒
色
と
す
る
｡
た
だ
し
､
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
､
記
載
内
容
の
視
認
性
を
損
な
わ

な
い
範
囲
で
白
色
以
外
の
地
の
色
彩
又
は
地
紋
入
り
の
用
紙
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
｡

そ
の
２
(紫
外
線
要
保
護
者
用
)

(表
)

平成19年７月10日 火曜日 福 島 県 報 第1891号 517



記
号
及
び
番
号

警
第

号

歩
行
者
用
道
路
通
行
許
可
車

通
行
禁
止
道
路

自
動
車
登
録
番
号

主
た
る

注
意

事
項

１
こ
の
標
章
は
､
公
安
委
員
会
に
よ
る
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る

道
路
の
部
分
以
外
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
次
に
掲
げ
る
駐
車
禁
止
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
道
路
で
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
｡

�
駐
停
車
禁
止
場
所
に
お
け
る
駐
車
(道
路
交
通
法
第
44条
及
び
第
75条
の
８
)

�
法
定
駐
車
禁
止
場
所
に
お
け
る
駐
車
(道
路
交
通
法
第
45条
第
１
項
及
び
第
２
項
)

�
駐
車
の
方
法
に
従
わ
な
い
駐
車
(道
路
交
通
法
第
47条
第
２
項
及
び
第
３
項
)

�
保
管
場
所
と
し
て
の
道
路
の
使
用
(自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
11条

第
１

項
)

�
長
時
間
に
わ
た
る
駐
車
(自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
11条
第
２
項
)

２
こ
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
は
､
別
に
連
絡
先
を
記
載
し
た
紙
と
と
も
に
車
両
の
前
面
の
見
や
す
い

箇
所
に
掲
出
し
て
く
だ
さ
い
｡

３
こ
の
標
章
は
､
被
交
付
者
が
交
付
を
受
け
た
理
由
に
よ
り
現
に
車
両
を
使
用
中
の
場
合
以
外
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
｡

４
現
場
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
､
そ
の
指
示
に
従
つ
て
く
だ
さ

い
｡

５
こ
の
標
章
を
他
人
に
譲
渡
し
､
又
は
貸
与
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

６
こ
の
標
章
を
不
正
に
使
用
し
た
場
合
に
は
､
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

７
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
､
こ
の
標
章
(
�
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た

と
き
は
､
発
見
し
､
又
は
回
復
し
た
標
章
)
を
速
や
か
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
｡

�
有
効
期
限
が
経
過
し
た
と
き
｡

�
交
付
を
受
け
た
理
由
が
な
く
な
つ
た
と
き
｡

�
再
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
､
亡
失
し
た
標
章
を
発
見
し
､
又
は
回
復
し
た
と
き
｡

被
交
付
者

住
所

氏
名

発
行

日
年

月
日

福
島
県
公
安
委
員
会

印□

注
意

事
項

１
こ
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
は
､
車
両
の
前
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
出
し
て
く
だ
さ
い

(自
動
二
輪
車
又
は
原
動
機
付
自
動
車
に
あ
つ
て
は
､
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
｡)｡

２
こ
の
標
章
は
､
交
付
を
受
け
た
理
由
以
外
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
｡

３
現
場
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
､
こ
れ
に
従
つ
て
く

だ
さ
い
｡

記
号
及
び
番
号

警
第

号

歩
行
者
用
道
路
通
行
許
可
車

通
行
禁
止
道
路

自
動
車
登
録
番
号

主
た
る

運
転
者

又
は
車
両
番
号

氏
名

通
行
禁
止
道
路
区
間

有
効

期
限

年
月

日

発
行

日
年

月
日

警
察
署
長

印□

(裏
)

備
考１
用
紙
の
大
き
さ
は
､
縦
13セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
18セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
｡

２
用
紙
の
地
の
色
彩
は
白
色
と
し
､
｢
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
規
制
除
外
指
定

車
｣
及
び
｢紫
外
線
要
保
護
者
使
用
中
｣
の
文
字
の
色
彩
は
赤
色
と
し
､
そ
の
他
の
文
字
の

色
彩
は
黒
色
と
す
る
｡
た
だ
し
､
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
､
記
載
内
容
の
視
認
性
を
損
な

わ
な
い
範
囲
で
白
色
以
外
の
地
の
色
彩
又
は
地
紋
入
り
の
用
紙
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
｡

様
式
第
１
号
の
７
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

様
式
第
１
号
の
７
(第
６
条
関
係
)

(表
)

(裏
)
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備
考

除
外
指
定
を
必
要

と
す

る
理

由

除
外
指
定
を
必
要
と
す
る
主

な
区
域
又
は
道
路
の
区
間

除
外
指
定
を
必
要

と
す

る
期

間

標
章
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
の
氏
名

駐
車

禁
止
除
外
指
定
申
請
書

時
間
制
限
駐
車
区
間
規
制

年
月

日

福
島
県
公
安
委
員
会

申
請
者
住
所
氏
名

�

続
柄
(

)

３
現
場
に
お
い
て
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
､
こ
れ
に
従
つ
て
く

だ
さ
い
｡

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

備
考

除
外
指
定
を
必
要

と
す

る
理

由

備
考１
用
紙
の
大
き
さ
は
､
縦
13セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
18セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
｡

２
用
紙
の
地
の
色
彩
は
白
色
と
し
､
外
枠
及
び
｢歩
行
者
用
道
路
通
行
許
可
車
の
文
字
の
色

通
行
禁
止
道
路

｣
彩
は
青
色
と
し
､
そ
の
他
の
文
字
の
色
彩
は
黒
色
と
す
る
｡

様
式
第
１
号
は
７
を
様
式
第
１
号
の
８
と
し
､
様
式
第
１
号
の
６
を
様
式
第
１
号
の
７
と
し
､
様
式

第
１
号
の
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
｡

様
式
第
１
号
の
６
(第
２
条
の
３
関
係
)

備
考１
申
請
者
は
､
氏
名
を
記
載
し
､
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
｡

２
用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
｡

附
則

(施
行
期
日
)

１
こ
の
規
則
は
､
平
成
19年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
､
第
６
条
の
２
第
６
項
の
改
正
規

定
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(経
過
措
置
)

２
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
福
島
県
道
路
交
通
規
則
(以
下
｢旧
規
則
｣
と
い
う
｡
)

第
２
条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
１
項
第
２
号
ウ
の
標
章
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
(改

正
後
の
福
島
県
道
路
交
通
規
則
(以
下
｢新
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
２
条
の
３
第
１
項
第
４
号
オ
の

�
､
�
､
�
及
び
�
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
｡
)
か
ら
､
新
規
則
第
２
条
の
３
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
１
項
第
４
号
オ
の
標
章
の
交
付
に
係
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
､
平
成
22年

７
月
31日
ま
で
の
間
は
､
当
該
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を
新
規
則
第
２
条
の
３
第
１
項
第
４
号
オ
の

�
､
�
､
�
又
は
�
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
､
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
｡
こ
の

場
合
に
お
い
て
､
当
該
標
章
の
有
効
期
限
は
､
平
成
22年
７
月
31日
ま
で
と
す
る
｡

３
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
様
式
第
１
号
､
様
式
第
１
号
の
２
､
様
式

第
１
号
の
３
及
び
様
式
第
１
号
の
７
に
よ
る
標
章
は
､
新
規
則
様
式
第
１
号
､
様
式
第
１
号
の
２
､

様
式
第
１
号
の
３
及
び
様
式
第
１
号
の
８
に
よ
る
標
章
と
み
な
す
｡

４
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
７
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
は
､

新
規
則
第
７
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
許
可
証
と
み
な
す
｡

５
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
旧
規
則
第
２
条
の
３
第
３
項
及
び
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
な

さ
れ
て
い
る
申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

６
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
様
式
第
１
号
の
６
に
よ
る
用
紙
は
､
所
要

の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(福
島
県
公
安
委
員
会
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の

一
部
改
正
)

７
福
島
県
公
安
委
員
会
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則

(平
成
18年
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
１
条
中
｢第
２
条
の
３
第
３
項
｣
を
｢第
２
条
の
３
第
２
項
｣
に
､
｢同
条
第
１
項
第
１
号
カ

に
掲
げ
る
車
両
(同
号
カ
カ�
か
ら
ク�
ま
で
に
規
定
す
る
車
両
に
限
る
｡
)
及
び
同
項
第
２
号
ウ
｣
を

｢同
条
第
１
項
第
４
号
オ
｣
に
改
め
る
｡

(交
通
規
制
課
)
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福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
八
号

公
職
選
挙
法
施
行
令(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号)

第
五
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
項
第
二

号(

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号)

第
六
条
、
漁
業
法

施
行
令(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
号)

第
九
条
若
し
く
は
第
二
十
三
条
又
は
地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
六
条
、
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
若
し
く
は
第
百
八
十
四

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し
て
、
平
成
十

九
年
七
月
二
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

新

妻

威

男

施

設

の

名

称

施

設

の

所

在

地

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
せ
せ
ら
ぎ

東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
蔵
屋
敷
一
二
二
番

荘

地
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